
医師不足をめぐって，研修制度の功罪がしきりに論じられている．確かに新

医師臨床研修制度が，医師不足を招くきっかけになったことは事実である．し

かしながら，この制度の導入以前に，医師が充足していたわけではない．わが

国では，多くの病院の勤務医の供給は，大学の医局が担ってきた．医局の関連

病院として医局会議で認められれば，その病院は半永久的に医師の供給を受け

ることができた．また，病院側としては，戦力とならない医師は，他の病院へ

のローテーションを促すことにより，人事を回転させることができた．

一方で，医局の関連病院以外の病院では，慢性的な医師不足であった．ま

た，医局中心の人事は医師の考え方に弾力性が失われがちであった．このた

め，他大学出身，あるいは同一大学であっても他の医局の医師との協調性に問

題のあることがしばしば指摘されてきた．

医師不足を招いたのは，8,000人余りの新医師に対して，13,000人以上の需

要を作り出したことである．大きな需給ミスマッチが発生し，研修医の争奪戦

が始まった．研修医に対する教育体制を整備してこなかった病院は大きな影響

を受けた．大学病院や公的病院では，人件費に余裕がなく，医師の業務を支援

する体制が乏しかった．若手医師の雑務は膨大であり，研修医に敬遠されるこ

とになった．大学病院の研修医は減少したものの，それ以外の医療機関におけ

る研修医数が増加した地域も多いが，医局から派遣された研修医と異なり，定

着率の低いことが新たな問題となった．医療事故に対する司法介入や，高い質

の医療を求める社会の要求は，勤務医の開業志向や，スタッフの充実した病院

志向を助長している．医師を充足できない病院では，残った医師への過重な負

担が生まれ，医療崩壊を加速させた．このように考えると，新医師臨床研修制

度がきっかけとなったとしても，若い勤務医への過剰な負担で成立している日

本の医療体制が崩壊することは，時間の問題であったと考えるべきであろう．

若い医師の臨床医としての自己を確立しようという意欲は，昔も今も変わっ

ていない．したがって，いかなる地域で勤務しても，医師としてのキャリアを

つめる体制の構築が，何よりも優先されるべきである．臨床研究に参加できる

体制作りも必要である．医師数の不足を補うためには，専門領域にとらわれ

ず，診療の幅を広げるべきであろう．「呼吸」と「循環」の連携はこれからま

すます重要になるであろう．

(永井良三)
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